
































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
低鉄分ガラスは原料中の酸化鉄含有量を極限まで抑えて透明度を高めたガラスであり、可
視光透過率および全日射透過率が極めて高い。日射透過率が低いとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
光束法の計算式（必要灯数＝(机上面照度×床面積)÷(ランプ光束×照明率×保守率)）よ
り、(500×50)÷(2,500×0.7×0.7)＝25,000÷1,225≒20.4灯となり、約21灯である。

●問題Ⅲ-3
正解は③
建築材料の熱伝導率は、ステンレス鋼（約16W/(m・K)）、コンクリート（約1.5）、土壁
（約0.6）、せっこうボード（約0.17）、グラスウール16K（約0.04）の順に大きい。

●問題Ⅲ-4
正解は②
PMVは中庸域の温熱環境を前提とした指標であり、高温多湿な蒸暑環境では皮膚濡れ率の
上限や発汗調節の評価に限界がある。蒸暑環境の評価には新有効温度ET*やSET*の方が適
している。

●問題Ⅲ-5
正解は②
音波の回折は波長が障害物の寸法に比べて長い（低音）ほど回り込みやすく遮蔽減衰が小
さくなり、波長が短い（高音）ほど直進性が強くなり遮蔽減衰が大きくなる。

●問題Ⅲ-6
正解は③
冬季の内部結露を防ぐためには室内側から壁体内への水蒸気の侵入を阻止する必要があ
り、防湿層は断熱材の「室内側（高温側）」に設ける。屋外側に設けると内部結露を助長
する。

●問題Ⅲ-7
正解は②
トレーサーガス法は、隙間や開口部が多く空気の流出入経路が特定しにくい住宅等の自然
換気量を実測する際に極めて有効な手法である。用いることができないとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-8
正解は①
定常状態における質量の連続の法則（質量保存則）により、室内に流入する空気の質量流
量と室外へ流出する空気の質量流量は常に等しくなる。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
ステファン・ボルツマンの法則に基づく物体間の放射熱伝達量は、それぞれの物体表面の
「絶対温度の4乗の差」に比例する。3乗の差に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は④
排水トラップの封水深は、破封の防止および自己洗浄作用の確保の観点から「最小50mm以
上、最大100mm以下」と規定されている。最大封水深が50mmであるとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-11



正解は①
モリエル線図において、1→2が蒸発過程（吸熱）、2→3が圧縮過程（圧縮仕事）である。
冷凍機の理論成績係数（COP）は、冷凍効果(h2−h1)を圧縮仕事(h3−h2)で除して表され
る。

●問題Ⅲ-12
正解は③
建築基準法施行令における防煙区画（水平区画）の区画面積は、原則として「500m2以
内」ごとに防煙壁によって区画することが規定されている。最大100m2とする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
顕熱負荷6.6kWより風量は6.6÷{1.2×(26−15)}×3,600＝1,800m3/hである。質量流量
1,800÷0.83≒2,169kg/hに湿度差(0.011−0.009)を乗じると除湿量は約4.3kg/hとなる。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
イエバエやクロバエ等のハエ類は厨芥や有機性廃棄物を主な発生源・産卵場所とするた
め、厨芥の密閉保管等の適切な衛生管理が行われていれば幼虫の発生を防止できる。

●問題Ⅲ-15
正解は②
2つの開口部を直列合成した有効面積と風圧係数差に基づき風力換気量を算定すると、公
式解答の通り約4m3/sが得られる。

●問題Ⅲ-16
正解は④
建築物衛生法に規定される特定建築物は、興行場、百貨店、事務所等の用途に供される部
分の延べ面積が「3,000m2以上」（学校等は8,000m2以上）の建築物である。

●問題Ⅲ-17
正解は①
スギ花粉の粒子の大きさは直径約30〜40μmである。直径約3μmとする記述は一桁小さく
誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
カビ（真菌類）は弱酸性から中性を好む種類が多いが、pH2〜10前後の幅広い範囲で生育
可能であり、浴室の目地やコンクリート等の弱アルカリ性環境でも発育する耐アルカリ性
種が存在する。

●問題Ⅲ-19
正解は①
全国平均の汚水衛生処理率はすでに90%を超えており、年間の上昇幅は0.5ポイント前後で
ある。前年度に対して約5ポイント上昇しているとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は③
特定酵素基質寒天培地法において、大腸菌の識別はβ-グルクロニダーゼ活性等の酵素基
質反応による「コロニーの発色（特定の色調）」に基づいて行われ、形状による識別では
ない。

●問題Ⅲ-21
正解は②
処理水BOD濃度は200×(1−0.90)＝20mg/Lである。放流後の合流BOD濃度は(25×20＋190×
2)÷(25＋190)＝880÷215≒4.09mg/Lとなり、約4mg/Lである。



●問題Ⅲ-22
正解は④
昭和55年建設省告示第1292号（浄化槽の構造基準）において、大中規模浄化槽の標準的な
構造方法として「標準活性汚泥方式」が明記・規定されている。

●問題Ⅲ-23
正解は③
六価クロムの検液に硝酸を添加して強酸性（pH約1）にすると、共存物質により六価クロ
ムが三価クロムへ還元されて正確な測定が妨げられるため、強酸性保存は不適切である。

●問題Ⅲ-24
正解は④
水質汚濁防止法の一律排水基準において、シアン化合物は「人の健康に係る被害を生ずる
おそれがある物質（有害物質項目）」に分類され、生活環境保全項目ではない。

●問題Ⅲ-25
正解は②
塩素消毒で生成する有効塩素のうち、分子状の次亜塩素酸（HOCl）は中性分子で細胞膜を
透過しやすいため、次亜塩素酸イオンやクロラミン類に比べ最も強い消毒効果を持つ。

●問題Ⅲ-26
正解は③
BOD測定において培養中に溶存酸素が完全に消費されると正確な消費量を把握できないた
め、5日間の溶存酸素消費率が40〜70%程度となるように希釈倍率を調整する。

●問題Ⅲ-27
正解は④
プラスチック資源循環促進法に基づき主務大臣の認定を受けた自主回収・再資源化事業計
画に従って行う事業については、廃棄物処理法に基づく業の許可が不要（許可の特例）と
なる。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
多量排出事業者に対する電子マニフェストの一部義務化はあるが、紙マニフェスト制度自
体は現在も有効に存続して利用されており、使用が終了したとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は③
大型不燃物除去後の強熱減量率は(20−19)÷20＝5.0%である。全乾燥試料に占める可燃性
試料の割合9/10を乗じることで、試料全体の熱しゃく減量は4.5%となる。

●問題Ⅲ-30
正解は①
サーマルNOx（Thermal NOx）は、燃焼空気中の窒素と酸素が高温（概ね1,300℃以上）で
反応して生成する。750℃以下になると生成されるとする記述は事実と正反対で誤りであ
る。

●問題Ⅲ-31
正解は②
1976年のイタリア・セベソ事件は、農薬原料等を製造する化学工場の反応器の爆発事故に
よってダイオキシン類が飛散した事故であり、清掃工場の爆発事故ではない。

●問題Ⅲ-32
正解は③
地域循環共生圏では、身近な地域内循環を基軸としつつも、資源の性状や処理の高度性に
応じて広域的な処理・循環ネットワークを柔軟に形成することが求められる。

●問題Ⅲ-33



正解は⑤
廃棄物処理施設生活環境影響調査は、施設を新設する場合のみならず、処理能力の増大や
構造変更等により変更の許可を受ける場合にも実施が義務付けられている。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
廃棄物処理法およびロンドン条約等に基づき、廃石綿等を含む有害物質や産業廃棄物の海
洋投入処分は原則として全面的に禁止されている。

●問題Ⅲ-35
正解は④
最終処分場に係る技術基準において、埋立終了時の閉鎖措置（覆土）は「厚さがおおむね
50cm以上の土砂による覆い」等により行うことと規定されている。


